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体液中を循環する核酸物質の存在は、実は DNA の２重螺旋構造の発見より以前に、1948

年に Mandel and Métais によって報告されていた事実であった。それから６７年を経た現在、

人類はこの体液中の核酸の一種であるマイクロRNAをがん等の疾患を発見する新しいバイ

オマーカーとして開発しようとしている。そもそもこうした体液中のマイクロ RNA などの

情報伝達物質は、エクソソームと呼ばれる直径１００ナノメーターの細胞外分泌顆粒に運

ばれて細胞間のコミュニケーションツールとして利用されている事が近年、次々と明らか

になり、がん等の疾患はもちろん、高次脳機能や様々な生理的機能に重要な機能を果たし

ている様が広く知られる様になった。そればかりか、こうした情報伝達の媒体であるエク

ソソームは血液中等を循環していることまで証明された事から、まさに疾患の理解と診断

の分野に、体液中の分泌型マイクロ RNA は、我々の想像を遥かに超えた様々な新知見をも

たらすに至ったのである。現在は、健康増進法によりがん検診が行われているが、肺がん

検診が検診率 20％をわずかに超えている以外は、いずれのがん種における検診も受診率

は非常に低い。がん検診による最大のメリットは、早期発見によりがん死亡率の減少が達

成されることであり、その他の恩恵としては、対象となるがんの罹患率の減少、QOL の改

善、相対的な医療費の抑制などが挙げられる。こうしたエクソソームに実態に迫り、病態

の原因となる因子のトランスファーを in vitro および in vivoで可視化する技術の開発

が急務である。 
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